
平成１８年度第３回千葉市国民保護協議会 会議録 
 
１ 日時：平成１８年１０月１７日（火）午前１０時～午前１０時４０分 
２ 場所：千葉市役所本庁舎８階正庁 
３ 出席者 
 （会長） 鶴岡 啓一市長 
 （委員） （４０人） 
 所属 役職 氏名 備考 

関東地方整備局 千葉国道事務所管理第二課専門職 高橋  明 代理出席

第三管区海上保安本部 千葉海上保安部長 吉田 惠一  国 

陸上自衛隊 高射学校長 武田 正德  

千葉県 総務部消防地震防災課国民保護計画室長 岩舘 和彦 代理出席

千葉県水道局 千葉水道事務所技術次長 幡谷  繁 代理出席県 

千葉県警察 千葉市警察部長 河西 喜充  

助役 小島 一彦  

助役 林 孝二郎  

収入役 星野 忠雄  

教育委員会教育総務部総務課主幹 原  誠司 代理出席

消防長 須田 和宏  

総務局長 藤代 謙二  

市民局長 太田  博  

保健福祉局長 古川 光一  

都市局長 峯  和夫  

建設局土木部建設総務課長 池田 秀雄 代理出席

市 千葉市 

水道総務課長 篠原 政廣 代理出席

独立行政法人放射線医学総合研究所 安全・施設部長 吉田 敏雄 代理出席

日本赤十字社 千葉県支部事務局長 菅谷  巖  

日本放送協会 千葉放送局長 遠藤 雅敏  

東日本高速道路株式会社 関東支社千葉管理事務所工務担当課長 川俣 和久 代理出席

成田国際空港株式会社 安全推進部担当部長 渡辺 章喜  

東京電力株式会社 千葉支社長 山崎  隆  

東京瓦斯株式会社 千葉支店長 青山  俊  

日本通運株式会社 千葉中央支店長 角田 信夫  

京成電鉄株式会社 京成千葉駅長 斎藤 一男  

社団法人千葉県トラック協会 専務理事 布川 清純  

社団法人千葉県バス協会 常務理事 加藤  廣  

株式会社ベイエフエム 技術部長 吉田 八郎 代理出席
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千葉テレビ放送株式会社 報道制作局長 野々宮 正樹  

社団法人千葉市医師会 事務局長 鈴木 州三 代理出席

社団法人千葉市歯科医師会 事務局長 高風聞 史朗 代理出席

社団法人千葉市薬剤師会 副会長 古山 陽一  

千葉市消防団 団長 森谷 信成  

千葉市町内自治会連絡協議会 会長 長井  巧  

千草台団地自治会自主防災対策本部 会長 渡辺 志げ子  

千葉市民生委員児童委員協議会 会長 永田 利臣  

千葉市老人福祉施設協議会 監事 岡野 謙二 代理出席

千葉市社会福祉協議会 常務理事 山形 武次 代理出席
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千葉市女性団体連絡会 会長 中谷 きよ  

 （事務局） 
 中村市民部長、冬室危機管理担当参事、幸島総合防災課長（資料説明）、椎名主幹（資料説明）、大堀

課長補佐（司会進行） ほか３名 



 
４ 議題 
（１）千葉市国民保護計画（原案）について 
（２）今後のスケジュールについて 
（３）その他 
 
５ 議事の概要 
（１）千葉市国民保護計画（原案）について 

事務局から資料１により、千葉市国民保護計画（原案）案について委員から事前に出された意見

及びそれら意見の千葉市国民保護計画（原案）への対応内容について、説明があった。続いて、事

務局から資料２により、千葉市国民保護計画（素案）からの修正点について説明があり、また、資

料５により、千葉市国民保護計画資料編（原案）の概要について説明があった。これらの説明に対

し、委員から一点意見が出されたが、今後原案をベースとした上で、この意見も踏まえつつ、最終

案の作成を行っていくことで全委員の了承を得た。 
（２）今後のスケジュールについて 

事務局から資料６について説明があった。 
（３）その他 

会議録の作成について、前回同様の方法による旨、事務局から説明があった。 
 
６ 発言要旨 
【「議題（１）千葉市国民保護計画（原案）について」における質疑】 
遠藤雅敏委員：計画原案（資料４）24ページ及び 56ページの、市水道局の業務における「水道施設の保

全に関すること（市水道局が管理する施設に限る）」「水道施設の応急復旧に関すること（市

水道局が管理する施設に限る）」との記述について、「市水道局が管理する施設に限る」と

いう表現が、後ろ向きのイメージを市民に与える。担当業務の明確化という意図は分かる

が、違う表現を用いることもできるのではないか。 
事 務 局：水道施設に関し市水道局が担当する業務は、市水道局が管理するものに限られていること

から、このような記述を行った。 
会 長：表現に関する御指摘であると考える。別の表現を検討してはどうか。 
事 務 局：表現について、改めて検討させていただき、その結果を後日御報告させていただく。 


